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た地点の1♂を加えて4♂が採集された．粘ればもっ
と多くの個体数を採集できると考えたが，すでに
十分な個体数も得たこともあり，午後は他の採集
地に移動した．
　 こ の よ う に し て 大 木 と 内 藤 は ， 合 計 1 0 個 体
（8♂，2♀）を得ることができたが，そのすべてが
土田の採集地点を中心としたごく狭い範囲であっ
た．本種が採集されたときの天候は曇りか雨の寸
前で，晴天時は採集されず，偶然かもしれないが♀
はすべて午後で，午前は♂ばかりが得られた．
　本種の正基準標本は，カンピラの滝付近で「山
道上に突き出たツゲモチの枯れ枝の枝先を飛翔」
している個体が得られたという（入江 1987）．そ
れが1973年4月7日のことである．ツゲモチの枯れ
枝の枝先を飛翔したのは，単なる偶然であるのか
本種の生活史と関係があるのか非常に興味が持た
れるところである．2011年春の琉球は季節の進行
が遅れていたので，初発見の4月7日と今回の4月14
日もほぼ同じ季節に当たるとみてよいだろう．そ
の後，本種は5月3日までは採集されているので，
成虫の発生期間は半月以上に及ぶことは間違いな
い．鎌刈と土田はさらにその後の5月中旬に同地を
再訪しているが，すでに発生期を過ぎたのか，本
種を採集することはできなかった．

【短報】石川県におけるツヤナガアシドロムシの初
記録

ツ ヤ ナ ガ ア シ ド ロ ム シ Grouvellinus nitidus 
Nomura，1963（図 1）は，河川上流部のモスマッ
トを生息場所とするヒメドロムシ科の水生甲虫で
ある（緒方・中島 2006）．筆者は，石川県初記録と
なる本種を確認したので，ここに報告する．

2 e x s . ， 石 川 県 珠 洲
市若山町白滝（若山
川），25．IV．2010，
筆者採集・保存

本種は，若山川上流
域の大きな石に生えて
いる水中の苔類の中か
ら得られた．実際には
持ち帰った 2 個体の他
に数個体が確認され
た．筆者は，奥能登の
河川の上流部数地点に

図1．石川県初記録となるツヤ
ナガアシドロムシ．

　今回の再発見では，花上からはショウベンノ
キ，それ以外は木立のスィーピングであるが，こ
れらが本種の生活史解明に結びつくヒントになる
かどうか，おそらく状況証拠としてあまりにも弱
すぎる．ただしすべての個体が非常に近接した地
点から得られたことから，今後は同地において幼
虫と寄生植物の調査を行うことが可能となった．
ノコギリヒメコバネの生活史解明もいよいよ現実
味を帯びてきたのである．
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おいて何度か調査を行ったが，本種が確認された
のはこの河川のみであり，他の河川ではキベリナ
ガアシドロムシのみが確認された（渡部 2010）．

末筆ではあるが，上手雄貴博士，中島　淳博士
には同定ポイントについて御教授いただいた．吉
富博之博士には，原稿を御閲覧していただいた．
これらの方々に対して，厚くお礼を申し上げる．
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